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①縦覧結果と意見の要旨 

１ 縦覧期間  令和４年 ４月 １２日（火）から 

   令和４年 ４月 ２６日（火）まで 

２ 縦覧者数  ２名 （地区計画 ２名） 

３ 意見書の提出数 ６通 3 名 〔反対：６通 ３名〕 

（地区計画 ２通、用途地域 ２通、区画整理 １通、防火・準防火 １通） 

４ 意見の要旨 

 反対 

 種類 意見の要旨 

１ 区画整理 

・工業系の土地利用について反対。 

２ 防火・準防火 

３ 地区計画 ・周辺の道路交通・安全面・環境面の対策が不十分であり、
物流施設等が整備されることによりさらに悪化が懸念さ

れるため反対。 ４ 用途地域 

５ 地区計画 ・個人の土地活用に関するため省略。 

６ 用途地域 
・工業地域に変更することにより公害が拡大する懸念が
あるため反対。 
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番号 種類 意 見 

１ 
 

区画整理 ・周辺環境への影響や有効な土地利活用の観点から、
工業系の土地利用については、反対である。 

２ 
 

防火・準防火 ・周辺環境への影響や有効な土地利活用の観点から、
工業系の土地利用については、反対である。 

３ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

地区計画 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・当該地区周辺については主に下記①～③との現状認
識である。                                     
①トラックやダンプなど大型などの交通量が多く、渋

滞が多発 
・東通りは田島地区や朝霞台方面等への接続道路とな
っていることから、特に大型車の通行量が多い道路で
ある。                      
・花ノ木交差点は、朝霞市街地や朝霞台方面などへ接
続する６叉路となっており、信号待ちの時間も長くな
り、時間帯によって渋滞が発生。                                     
・台交差点については、２５４号線・２２号線東通り
の交通量の多さに対して、信号が２か所設置されてお
り、交通の停滞を招いている。                                     
②交通安全対策が不十分                                     

・台交差点～田島団地まで信号機が未設置であり、ガ
ードレールも片側のみの設置となっている。東通り沿
いには市立第９小学校や保育園があり、通学路として
の安全対策が十分に講じられているとは言えない。                                     
③東通りの砂埃粉塵対策が不十分                                     
・東通り東側（市街化調整区域内）には建設会社など
があり、交通量と相まって砂埃・粉じんの発生要因と
なっている。②にも記載の通り道路沿いには教育機関
や住宅街があり、住環境に影響を及ぼしている。                                                                       
 本変更案については、工業地域で建築可能な大規模
で危険物を取り扱うことが出来る工場を地区計画で制

限予定であるが、当該地区周辺は上記の通り道路交
通・安全面・環境面の対策が不十分なことから、物流
施設等が整備されてしまうことで更なる悪化が懸念さ
れる。                                     
 税収増・雇用創出のための産業誘致のための物流施
設整備については今後も市民サービス向上を維持して
いくためにも必要と理解するが、事業サイドから事業
計画が示されておりませんが、昨今の物流業界での人
出不足解消と効率化のためにはある程度の自動化設備
が導入されることと推察できるため、どこまで雇用創
出に効果があるのか疑問であり、B-Bの形態でもある
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番号 種類 意 見 

⑶ 
 
 

（地区計画） ことから、受益者は限定的である。また、立地適正の
観点から、和光 ICに近いことから埼玉県から産業誘
致地区にも指定され、産業集約エリアに選定されたも
のと思われるが、周辺環境に影響を及ぼす可能性があ
る工業系の土地利用については、住宅地と一定の距離
が確保できる２５４号線に直接面するエリアの活用を
軸に、住宅地に対する交通安全・環境評価などをきち

んと実施した上で、検討するべきである。                                     
 そして、現在立地適正化計画を検討しているところ
かと思いますが、今後どのように住みよいまちづくり
をし、市民生活の向上、朝霞市の魅力向上を図ってい
くべきかよく調査・議論をすべき。住生活サービスの
向上・税収増・雇用創出の観点で見た時に、当該地域
を工業地域指定（物流施設の整備）とするのではな
く、例えば公共性の高い商業系・住居系が一体となっ
たまちづくりを行うことで、エリアの魅力向上・更な
る朝霞市の魅力向上を図っていくべきではないか。                                                               
 以上を踏まえると、本変更案について、税収増・雇

用創出・立地適正を踏まえた活用を図っていくことの
必要性については一定の理解はするが、一方で道路環
境・交通安全・衛生環境など近隣住民の住環境は更な
る悪化の懸念があり、またこれら現状課題に対して市
としての考え・対策案が講じられても示されてもおら
ず、本変更案について到底納得のいくものではない。
朝霞市におかれては、当該地区をどのように活用すれ
ば公益性が高い有効的か、周辺住民への十分な聞き取
りや説明会を重ね住民に寄り添った形での対策の実施
や、工業系以外の用途地域への見直しを含め再度慎重
にご検討を頂き、住生活サービス等の向上を図られる

ことを願います。 
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番号 種類 意 見 

４ 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

用途地域 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・当該地区周辺については主に下記①～③との現状認
識である。                                     
①トラックやダンプなど大型などの交通量が多く、渋
滞が多発 
・東通りは田島地区や朝霞台方面等への接続道路とな
っていることから、特に大型車の通行量が多い道路で
ある。                      
・花ノ木交差点は、朝霞市街地や朝霞台方面などへ接

続する６叉路となっており、信号待ちの時間も長くな
り、時間帯によって渋滞が発生。                                     
・台交差点については、２５４号線・２２号線東通り
の交通量の多さに対して、信号が２か所設置されてお
り、交通の停滞を招いている。                                     
②交通安全対策が不十分                                     
・台交差点～田島団地まで信号機が未設置であり、ガ
ードレールも片側のみの設置となっている。東通り沿
いには市立第９小学校や保育園があり、通学路として
の安全対策が十分に講じられているとは言えない。                                     
③東通りの砂埃粉塵対策が不十分                                     

・東通り東側（市街化調整区域内）には建設会社など
があり、交通量と相まって砂埃・粉じんの発生要因と
なっている。②にも記載の通り道路沿いには教育機関
や住宅街があり、住環境に影響を及ぼしている。                                                                        
 本変更案については、工業地域で建築可能な大規模
で危険物を取り扱うことが出来る工場を地区計画で制
限予定であるが、当該地区周辺は上記の通り道路交

通・安全面・環境面の対策が不十分なことから、物流
施設等が整備されてしまうことで更なる悪化が懸念さ
れる。                                     
 税収増・雇用創出のための産業誘致のための物流施

設整備については今後も市民サービス向上を維持して
いくためにも必要と理解するが、事業サイドから事業
計画が示されておりませんが、昨今の物流業界での人
出不足解消と効率化のためにはある程度の自動化設備
が導入されることと推察できるため、どこまで雇用創
出に効果があるのか疑問であり、B-Bの形態でもある
ことから、受益者は限定的である。また、立地適正の
観点から、和光 ICに近いことから埼玉県から産業誘
致地区にも指定され、産業集約エリアに選定されたも
のと思われるが、周辺環境に影響を及ぼす可能性があ
る用途指定については、住宅地と一定の距離が確保で

きる２５４号線に直接面するエリアの活用を軸に、住
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番号 種類 意 見 

⑷ 
 
 

（用途地域） 宅地に対する交通安全・環境評価などをきちんと実施
した上で、検討するべきである。                                     
 そして、現在立地適正化計画を検討しているところ
かと思いますが、今後どのように住みよいまちづくり
をし、市民生活の向上、朝霞市の魅力向上を図ってい
くべきかよく調査・議論をすべきである。住生活サー
ビスの向上・税収増・雇用創出の観点で見た時に、当
該地域を工業地域指定（物流施設の整備）とするので

はなく、例えば公共性の高い商業系・住居系が一体と
なったまちづくりを行うことで、エリアの魅力向上・
更なる朝霞市の魅力向上を図っていくべきではない
か。                                                             
 以上を踏まえると、税収増・雇用創出・立地適正を
踏まえた活用を図っていくことの必要性については一
定の理解はするが、一方で道路環境・交通安全・衛生
環境など近隣住民の住環境は更なる悪化の懸念があ
り、またこれら現状課題に対して市としての考え・対
策案が講じられても示されてもおらず、本変更案につ
いて到底納得のいくものではない。用途地域設定の考

え方について 2022年 1月 15日の説明会資料に示さ
れていることは承知（現状で用途の混在がある場合に
準工業地域に指定）しているが、朝霞市におかれて
は、当該地区をどのように活用すれば公益性が高い有
効的か、周辺住民への十分な聞き取りや説明会を重ね
住民に寄り添った形での対策の実施や、工業系以外の
用途地域への見直しを含め再度慎重にご検討を頂き、

住生活サービス等の向上を図られることを願います。 

５ 地区計画 ・個人の土地活用に関するため省略。 
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番号 種類 意 見 

６ 用途地域 ・血の通った人間が生活し、子どもたちが多くの時間
を過ごす学校や幼稚園のすぐそばを工業地域とするべ
きではありません。現在でも風向きによって、臭いが
きつく吐き気をもよおす時があります。また、道路の
反対側には小学校と幼稚園があります。現在も前の道
路ではダンプーカーが砂埃を巻き上げて往来していま
す。工業地域に変更することにより、公害が拡大する
ことが懸念されます。                                    

 一方、地区計画により工業地域に制限を加えるとの
ことですが、なぜ、準工業地域でなく工業地域にする
のでしょうか。現在の地権者で危険な塗料などを使っ
ている企業があるのであれば、そこを指導し改善を図
るべきではないでしょうか。地権者の要望で工業地域
にすることありきでの計画ではなく、周りの環境も配
慮した上で計画を作り直すことを要望したします。                                                                         
以上、よろしくお願いいたします。 
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番号 意見の要旨 市の見解 

１ ・工業系の土地利
用について反対。 

・朝霞市では、平成１７年３月に本市の都市計画
の基本方針となる「朝霞市都市計画マスタープラ
ン」の当初計画を策定し、その後、社会情勢や都
市計画の状況を踏まえ、平成２８年１１月に改訂
しております。 
改訂にあたりましては、平成２５年から約３年
の期間、市民意識調査、地域別懇談会、市民説明

会やパブリックコメントなどを重ね、市民の皆様
及び専門家のご意見を踏まえた上で、地域特性に
応じた土地利用や都市施設の根拠となる将来都市
構造を策定し公表しているところです。 
その中で、あずま南地区を、まちづくり重点地
区に位置付け、工業系の土地利用を図る地区とし
ております。 
 また、本地区で計画されている事業は、あずま
南地区の地権者の方々による組合施行の土地区画
整理事業であり、準備組合で計画している事業内
容が、朝霞市都市計画マスタープランにおける将

来都市構造に則していることから、市としまして
も都市計画法に基づく変更を行うものです。 

２ 

３ ・周辺の道路交
通・安全面・環境面
の対策が不十分で
あり、物流施設等
が整備されること
によりさらに悪化
が懸念されるため
反対。 

・周辺道路の安全対策については、外周部の市道
６号線、市道２２号線、市道１５９号線の全てに、
あずま南地区土地区画整理事業の中で、両側に歩
道が整備されることになります。 
 また、本地区の環境面については、地区計画を
定め、大規模物流施設を建築予定のＡ地区の外周
部には緩衝緑地を整備することなど、周辺環境に
配慮した整備や土地利用について規制誘導を行い

ます。 
 なお、本地区外へのご意見につきましては所管
部署への情報共有を行っております。 

４ 

５ ・個人の土地活用
に関するため省
略。 

個別回答のため省略。 
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番号 意見の要旨 市の見解 

６ ・工業地域に変更
することにより公
害が拡大する懸念
があるため反対。 

・用途地域については、埼玉県の用途地域指定の
基本的な考え方に基づき、工業地域に指定します
が、地区計画を定め、著しく危険な工場等に該当
する用途の建築物を建築できないようにするな
ど、準工業地域以上の用途規制を行います。 
 また、大規模物流施設の建築が予定されている
A 地区の外周部には緩衝緑地を整備するなど、歩
行者や周辺環境に配慮した規制及び誘導を図りま
す。 

 

 


